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実務経験証明書

年　　　月　　　日　

　私は、下記のとおり実務の経験を有することに相違ないことを証明します。

設計者　住所
　　　　氏名
　　　　生年月日

記

	申告資格
	１　宅地造成及び特定盛土等規制法施行令第22条による該当号数
	１号　２号　３号
４号　５号

	
	２　宅地造成及び特定盛土等規制法施行規則第35条による該当号数
	１号　２号

	
	３　昭和37年建設省告示第1005号による該当号　　　数
	１号　２号　３号
４号

	最終学歴
	学校の名称
	学部及び学科
	卒業年月

	
	
	
	年　月

	実務経験
	勤務先の名称
	工事名
	職務
内容
	期間
	期間合計

	
	
	
	
	年　月から
年　月まで
	年　　月

	
	
	
	
	年　月から
年　月まで
	


〔注意〕　
[bookmark: _GoBack]１　申告資格欄の１において、第１号～第４号を選択した場合は、資格欄の２、３を回答する必要はない。また、申告資格欄の２において、第１号を選択した場合は、資格欄の３を回答する必要はない。
２　実務経験の内容欄は、従事した主な土木又は建築に関する案件名等を具体的に記載すること。
